
学校教育の補完

公教育になじめなかった子どもたちや
公教育では物足りないと考える子どもたち

以前は公教育を補完する民間の活動を「新しき公共」と表現した
近年政府は、官民連携の教育施策を「協働」とか「共創」と表現

しているが、具体的なイメージがわいてこない
子どもたちの様々なニーズに対して大人たちの対応は不足がちだ

子どもたちの自立をはかるためにNPOができる支援とは…





横浜市中期計画2022-2025から



１．不登校児童30万人 自立する力、生きる力をつけるには？



令和4年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する
調査結果について (mext.go.jp)

29万人

19万人

10万人



資料２ 【全体】不登校児童生徒の実態調査結果 (mext.go.jp)





保育所保育指針
幼稚園教育要領
小学校学習指導要領
高等学校学習指導要領
特別支援学校学習指導要領



日本国憲法

子どもの権利

大人の義務

言
葉
の
獲
得

表
現
能
力
の
向
上

計
算
能
力
の
向
上

機
械
操
作
の
習
熟

特
技
の
研
さ
ん

礼
儀
や
倫
理
観



養護及び教育

養護 生命の保持及び情緒の安定

教育 発

達の援助

環境を構成

生活や遊びを通して

「知識及び

技能の基礎」

「思考力、判断力、表現力等の基礎」

「学びに向かう力、人間性等」



２．突出した能力をもつ子供への教育 天才の一部は障害者
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例えば知能、IQ70以下は知的障
害者として支援の対象になる。

IQ130以上で特に優れた能力が
ある人は学問をリードする。

運動能力の優れた人、将棋や囲
碁の強い人、絵画や音楽の感性
の際立っている人、天才と呼ば
れる。

行動や性格がちょっと変わって
いる人もいる。

普通の子の中にも、記憶力や感
性や特定の勉強ができる子がい
る。

子どもたちがもって生まれた資
質を伸ばすことが大人の義務だ。



３．オタクが世界を救う

４．偉大なる凡人が世界を支える
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普通に
働く
アリ

会社や社会の中で、よく働く
人は２割、普通に働く人は６
割、あまり働かない人は２割
という法則があるそうだ。

別の言い方で、引っ張る人、
支える人、ぶら下がる人、な
どといわれることもある。

よく働く人だけを集めても、
そのうち２：６：２になるそ
うだ。

特異な能力で世界を救うのが
２割のオタクだとすると、世
界を支えるのは６割の凡人。

将来偉大な凡人たちになる子
どもたちも、特徴的な能力を
もっているはず。それを探し
てあげて自己肯定感を高めて
あげるのが大人の義務。

新渡戸稲造は教育の目的を、
「自分より優れた人物を育てるこ
と」とした。 ぶら下がる 支える 引っ張る



• 意味：勉強をする者は勉強を好む者にかなわない 勉強を好む者は勉強を楽しむ者にかなわない

• 子どもたちに将来どう過ごしたいかを聞くと、「楽しく過ごせればいいかな」という返事が返って
くることがある。

• 今遊んでいるだけで将来楽しく過ごせるというわけはない。
• 「生きる力」とか「自立」とは、将来稼ぐことができる技術や知識やふるまい方を、自分の中に

蓄えるということだ。自分への投資とか、好きなことに集中するとか、資格を目指すなどと表現
されることもある。そして生きる力の習得は「step by step」。基礎からの積み重ねが必要だ。

• 将来何が役に立つかは子どものときはわからない。だから、大人が提案する「表現力」とか「技
能」とか「学びに向かう力」とかを試して、自分に合うものを伸ばしたらいい。

• 特異な才能を伸ばせると世界を引っ張る人になる。人並みにできると世の中を支える人になる。
• だから、大人は子どもに合わせて楽しく教える役割を負っているということだな。

これを知る者は

これを好む者にしかず

これを好む者は

これを楽しむ者にしかず



５．自分の価値の創造
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子どもたちの半数は、今存在していない職業につく

現在の仕事の半数は、将来自動化される

義務教

育の教科が教養

どの職業も、「読む書く計算する」基本的な能力は大切。

時代のニーズを判断できる知性と感性



６．学校を核にした地域との協働



官民連携（Public Private
Partnership)は、公共施設の
建設・運営を官民が連携して
行うこと。
官民協働、官民共創は、様々
な社会課題を解決するために
官民が協力したり、新しい価
値をつくる作業。
新しい公共は狭義には公共
サービスを民が担うとの意味
もある
官の利点：偏狭な宗教教育の
排除、利己的な人生観の修正







７．第一次産業から第三次産業へのシフトへの対応



労
働の経費を抑えて

どんな勉強をしたらいい？
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